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「インフルエンザ流行期にJTAS(Japan triage and acuity scale)で緊急群に割り付けられた発
熱患者は適切にトリアージをされているか」

・山本基佳　救急科　医師

・荒屋正幸　がん集学治療センター陽子線治療センター　センター長

「横紋筋肉腫低リスクB群患者に対するVAC1.2(ビンクリスチン、アクチノマイシンD、シクロホ
スファミド1.2g/㎡)/VI(ビンクリスチン、イリノテカン)療法の有効性及び安全性の評価　第Ⅱ
相臨床試験」

・荒屋正幸　がん集学治療センター陽子線治療センター　センター長

「偶発性低体温症と体温測定の現状と課題」

小山徹　救命救急センター　特命推進役

「VOYAGER Study　切除不能進行再発胃癌を対象としたニボルマブ早期導入の有効性と
安全性を評価する単群Ⅱ相試験」

・中村将人　がん集学治療センター化学療法科　統括医長

・中村将人　がん集学治療センター化学療法科　統括医長

「切除不能・再発大腸癌3次治療に対するTAS-102+Bevacizumab併用療法：第II相試験
　（TAS-CC3　study)」

「横紋筋肉腫中間リスク群患者に対するVAC2.2(ビンクリスチン、アクチノマイシンD、シクロ
ホスファミド2.2g/㎡)/VI(ビンクリスチン、イリノテカン)療法の有効性及び安全性の評価　第
Ⅱ相臨床試験」

・荒屋正幸　がん集学治療センター陽子線治療センター　センター長

「横紋筋肉腫低リスクA群患者に対するVAC1.2(ビンクリスチン、アクチノマイシンD、シクロホ
スファミド1.2g/㎡)/VA療法の有効性及び安全性の評価　第Ⅱ相臨床試験」

有害事象報告、継続実施の可否

「長野県における心不全の実態に関する観察研究」

・麻生真一　循環器内科　医長

「横紋筋肉腫高リスク群患者に対するVI(ビンクリスチン、イリノテカン)/VPC(ビンクリスチン、
ピラルビシン、シクロホスファミド)/IE(イホスファミド、エトポシド)/VAC(ビンクリスチン、アクチ
ノマイシンD、シクロホスファミド)療法の有効性及び安全性の評価　第Ⅱ相臨床試験」

・荒屋正幸　がん集学治療センター陽子線治療センター　センター長

「急性胆嚢炎手術症例の治療成績の検討」

終了報告の評価報告

・中村将人　がん集学治療センター化学療法科　統括医長
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審議事項

迅速審査報告

・西田康則　外科センター　医長

「抗凝固薬・抗血小板薬継続下での鼡径部ヘルニア手術のリスク評価」

礫石淺治 　塚原正子　　内川小百合 　

2019年度 第7回 臨床研究倫理審査委員会議事録の要旨

日時 2019 10 21 17 50

橋本隆男　　薄田誠一　　宮田和信　　伊藤信夫　　赤羽茂康　　丸山勝　　久保田嘉信　　　 　　　 　　

「regorafenib投与後の画像変化と治療効果に関する後方視的コホート研究」

・小田切範晃　外科センター　センター長

場所

出席者

審議対象
研究課題名
研究責任者

「局所限局性前立腺がん中リスク症例に対する陽子線治療の多施設共同試験」

・荒屋正幸　がん集学治療センター陽子線治療センター　センター長

「局所限局性前立腺がん中リスク症例に対する陽子線治療の多施設共同試験」

・荒屋正幸　がん集学治療センター陽子線治療センター　センター長



1-14.

1-14.

なし

審議内容 委員からの意見・異議は特になし

結果 承認

特記事項


